






















































































（様式 15） 

 

３ 利用者ニーズの把握と運営への反映 

窓口満足度調査(年 1 回)の実施。 

講座終了時のアンケート(随時)の実施。 

ご意見箱・直接の声(通年)をお聞きし回答の掲示を行

う。 

利用者懇談会(年２回)・利用団体アンケートの実施。 

センター委員会(年３回)の実施。 

上記を通し、利用者や地域のニーズを把握し迅速な回答

と、より活発な意見交換ができるよう工夫を行い、適切

な運営に努める。 

・窓口満足度調査（R4.11.1-R4.11.30） 

回答数 214 名（団体） 

・講座終了時のアンケート 

・ご意見箱 10 件 

・苦情受付 0 件 

・都筑地区センター委員会 2 回開催（6/27、

3/27） 

・都筑センター利用に関するアンケート 

（コロナ禍で集合での利用者懇談会の開催が困

難なため、代わりに実施）回答数 326 団体 

 

日ごろから利用される方々の声を丁寧にお聞

きするとともに下記取組等を通じ、利用者・

地域ニーズの的確な把握に努め、運営に反映

して行く。 

・窓口満足度調査、 

・講座終了時のアンケート、 

・ご意見箱 ・苦情受付、 

・都筑センター委員会、 

・都筑センター利用に関するアンケート 

Ｂ 

４ 利用者サービス向上の取組 

（１）子育て世代の支援を目的にプレイルームをリニューア

ルし、看護師による子育て相談を実施、利便性を上げ

る。 

（２）図書コーナーの充実 

子育て世代に向け、「読み聞かせイベント」の実施。蔵

書の充実を図る。 

（３）看護師による見守り・介護予防衛生講習事業の実施 

（１）プレイルームに新しい遊具を配備 

看護師による子育てサロン実施 2 月～2 回 

（２）図書コーナー蔵書の充実（新刊図書 224 冊

を新たに配架） 

（３）看護師による見守りを通年行うとともに、

新たにひまわり体操等の介護予防事業を実施 

その他利用者サービス向上のため下記取組等を推

進した。  

・閲覧雑誌・新聞の充実 

・老人棟にて BS 放送視聴、BGM 放送開始 

・大広間に給茶機を配備 

・トイレの大規模改修 

・体育室前の冷水器利用を再開 

・男性用サニタリーボックスを新たに配備 

 

・老人福祉センター浴室及びカラオケの再開 

・おもちゃ図書館事業の改善 

・体育室空調設備の整備 

・交通系カード支払いにも対応したセルフレ

ジの導入。 

 

・常に清潔で明るく気持ち良く利用できる施

設であるよう清潔の保持、美化促進を図る。 

 

・社会情勢や利用者ニーズを的確に捉え、そ

れに沿ったサービス向上を図って行く。 

 

・接遇・マナー研修等を通じ職員の資質向上

を図り、利用満足度アップに繋げる。 

Ａ 

Ⅱ 業 務 運

営 

１ 管理運営に必要な組織、人員体制の整備 

（１）緊急時も含めた職員対応の向上を図るため職員研修を

実施する（年４回） 

・職員全員を対象にＡＥＤ・救急法研修、防災・

避難訓練を実施し、緊急時対応等について確認、

徹底を図るとともに、福祉避難所情報伝達研修、

・安定した施設運営が出来るよう、引き続き

適正な職員配置を計画的に行うとともに、欠

員が生じた場合には速やかな補充を行う。 

Ｂ 
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ＡＥＤ・救急法研修、防災・避難訓練、個人情報保護、

認知症研修、衛生講習、マナー研修、新人研修 

都筑センター緊急対応マニュアルに則った研修の実施 

利用者の事故や体調不良者の対応方法の再確認の実施 

帰宅困難所対策訓練に参加した。 

・個人情報保護、コンプライアンス、接遇マナー

研修を実施し、職員の意識向上を推進した。 

・職員に欠員が出た際は迅速に補充を行うなど人

員体制の面からも安定した施設運営を図った。 

 

 

・個人情報保護、コンプライアンス、人権研

修等を繰り返し行い職員の意識向上を図ると

ともに、緊急時に備えた対応研修を職場全体

で行う。 

２ 老人福祉センター・地区センター運営理念 

（１）老人福祉センター： 

①高齢者介護予防事業の実施 

②利用者の状況に応じ地域ケアプラザ等の支援施設へ

つなげる個別支援の実施 

③看護師による健康相談の実施 

④老人クラブ連合会等、連携を基本とした運営を行う 

（２）地区センター：地域の活動拠点として円滑な運営を図

るとともに地域団体等の相談窓口となり、自主活動やボ

ランタリーな活動の醸成を図る。 

（１）①下記介護予防事業を実施 

・つづきげんき体操 ・健康ウォーキング 

・脳トレ教室 ・ゆったりヨーガ 

・みんなの和 ・サロンおしゃべりの場 

➁日頃からの相談対応や見守りを通じて、支援

が必要と思われる利用者の把握に努めるととも

に、必要に応じて専門機関へ繋げるなど支援を

行った。 

③看護師による健康相談 20 回開催延べ 114 名 

④区老連シニア大学の周知、申込受付に協力 

 

（２）地区社協、ふれあいの丘まちづくり協議会

への参画等を通じ、地域との連携強化を図るとと

もに、地地域の自主活動への支援を行った。 

・高齢者の健康増進や教養の向上等に繋がる

取組を充実するとともに、生きがいを持って

暮らして行けるよう相談支援を推進する。 

・高齢者が生き生きと生活できるよう介護予

防・健康づくりに重点を置き取り組んで行

く。 

・日々の対応の中で、支援が必要と思われる

利用者に対し、本人に寄り添った相談対応を

行うとともに、必要に応じて関係機関に繋げ

るなど個別課題の解決に向け支援する。 

・地域住民の自主的活動や相互交流を一層促

進し、地域のコミュニティの形成を支援す

る。 

・新型コロナにより休止や縮小を余儀なくさ

れた自主的な地域活動の再開・活性化を地区

センターとして積極的に支援して行く。 

 

Ｂ 

３ 施設の利用促進策 

（１）導入した部屋のネット予約システムの改良を図り、セ

ルフレジ等の導入を図り受付窓口の密を避ける。 

 

（２）広報区版、掲示板、ネット、館内チラシ等で積極的に

周知する。 

   センターだよりの発行（２か月に１回） 

（１）インターネット施設予約方法の浸透をさ

せ、利用率向上を図った。 

 

（２）ホームページやインスタグラムを積極的に

活用し、都筑センター利用方法や自主事業の内容

等を広く周知 PR した。 

  ・都筑センターだより ３回発行 

・インターネットによる予約方法の更なる浸

透より利用率向上を図る。 

 

・ホームページやインスタグラム等を積極的

に活用しタイムリーで魅力ある情報発信を推

進する。 

 

Ｂ 







（様式 15） 

実施。 ・ゆったりヨーガ 8 回 延べ 101 名参加 

・横浜満喫ウォーキング 4 回 延べ 54 名参加 

・脳トレ教室 3 回 延べ 43名参加 

・ゆったりヨーガ 4 回 延べ 52 名参加 

・楽しい筋トレ講座 1 回 20 名参加 

・筋力アップ講座 6 回 延べ 69 名参加 

・終活講座「もしもの時に備えて今できること」 

・骨密度測定会、体組成計測定会等を実施 

 

・看護師による体操 ・健康ウォーキング 

・60 歳以上のリラックスヨガ ・筋トレ講

座、 

・終活講座 ・多世代交流事業等 

７  施設の維持管理計画 

（１）環境整備を行い、心地よい施設を目指します。 

ネット予約システム・カード決済等の導入。 

（２）設備の不具合箇所の修繕、更新を速やかに行います。 

  空調設備・電気設備の修繕更新等 

（３）トイレの洋式化を推進します。 

築 38 年が経過し各所で老朽化が進んでいるが、

下記工事等を行い設備の維持改善に努めた。 

トイレの洋式化工事、多目的トイレ内ベビーチェ

ア設置工事、老人棟トップライトポリカドーム取

替工事、ふれあいの丘用水ポンプ整備工事、地下

電気室天井汚水配管水漏れ修理工事、空調機モー

ター交換工事、空調機バルブモーター交換工事、

空調機自動制御器更新工事 

 

・安心して心地よくご利用いただけるよう衛

生環境の向上。館内美化を推進する。 

 

・建物設備の不具合箇所の早期発見に努め、

速やかに修繕、更新を行うとともに、大規模

な改修工事が必要な設備等について、計画的

に実施して行けるよう横浜市と調整を進め

る。 

Ｂ 

Ⅲ 職 員 育

成 

１ 管理運営に必要な組織、人員体制の整備 

（１）職員対応の向上を図るため、ＡＥＤ・救急法研修、防

災・避難訓練、個人情報保護、人権・権利擁護研修等の職員

研修を実施。（一部、Ⅰ１（１）緊急時も含めた職員対応の

向上を図るため職員研修の実施。とⅠ５（１）職員に向け、

人権・権利擁護研修を実施する。と重複。） 

（２）職員体制を維持し、欠員時は速やかに雇用する。 

（１）職員全員を対象とするＡＥＤ・救急法研

修、防災・避難訓練、個人情報保護研修、コンプ

ライアンス研修、人権研修、マナー研修、新人研

修を実施 

（２）適正な職員体制を確保するとともに、欠員

が生じた際は速やかな補充を行い、安定した運営

を図った。 

・安定した施設運営が出来るよう、引き続き

適正な職員配置を計画的に行うとともに、欠

員が生じた場合には速やかな補充を行う。 

・個人情報保護、コンプライアンス、人権研

修等を繰り返し行い職員の意識向上を図ると

ともに、緊急時に備えた対応研修を職場全体

で行い、円滑に対応できるよう徹底する。 

 

Ｂ 

Ⅳ財務 

１  施設の維持管理計画（における効率化の工夫） 

100 万円以上の業務委託をする場合、原則入札を実施

し、コスト削減を図る。 

日頃から不具合個所の早期発見に努め、速やかな

修繕を行った。また、都筑センタートイレ洋式化

工事にあたっては、指名競争入札を実施し、コス

トの大幅な削減を図った。 

職員による日常点検及び業者による専門的な

定期点検を通じて不具合箇所の早期発見に努

めるとともに、大規模な修修繕については計

画的に実施して行けるよう横浜市と調整して

Ｂ 
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行く。 

 

２  収入計画の考え方 

（１）稼働率の低い茶室・料理室の PR を図り、利用率を上

げることにより、利用料収入増を図る。 

（２）自販機収入・看護実習生受入謝金による収入増をでき

る限り図る。 

（１）茶室、料理室の利用の課題は残っているも

のの、地区センター全体の稼働率は 26.5％で前年

度比+3％アップとなった。 

（２）自販機収入 79,146 円（前年度比＋4,175

円）新型コロナ感染予防のため、看護実習生受入

れはなかったが、その他収入の全体は 175,426 円

となり、前年度比+75,228 円となった。 

 

・利用者ニーズを的確に把握し、タイムリー

に事業等へ反映させるとともに、サービスの

向上をきめ細やかに図ることで収入増を目指

して行く。 

 

・施設利用料のインボイス制度への適切な対

応を図る。 

Ｂ 

３ 増収策 

稼働率の低い茶室・料理室を使用し、子どもや地域住民

向け講座を実施する。特に料理室のリニューアルの周知を

近隣地域に行い利用に結びつける。 

 

・自主事業で料理室を積極的に活用した講座企画

を行い、室がリニューアルしたことを広く知って

もらい、利用促進と利用料の増収を図った。 

 

・センターの部屋利用について幅広く PR を

進めて行く。 

・利用率の低い和室等について利用の幅が広

がるよう一部改修し、利用料増を図る。 

Ｂ 

４  支出計画 

引き続き、節水カランを使用した水道料の削減を行う。 

節電を行う。 

節水・節電を徹底し光熱水費の節減するととも

に、職員のワークライフバランスの推進、業務の

効率化を図り、人件費削減を図った。 

 

効果的な経費支出を徹底するとともに、更な

る業務の効率化や省エネルギーを推進し、経

費節減を図る。 

Ｂ 

５ ニーズ対応費の使途（地区センターのみ） 

部屋等の備品の入れ替え等、直接利用者サービスに直結

するものから、消毒衛生用品、外観・内観整備など総合的

に対応する。 

・ニーズ対応費として次の整備・工事等を行っ

た。（1,046,355 円） 

多目的トイレのベビーチェア設置、1 階ロビー横

男子トイレ改修工事、体育室卓球台入れ替え（2

台）、プレイルームおもちゃブロックの整備、貸

室机の入れ替え（8 台） 

 

利用者アンケートやご意見箱などから利用者

ニーズを的確に把握し、必要性の高いものか

ら優先して対応して行く。 

Ｂ 

その他 

（上記４つの

視点以外の項

目があれば追

記） 
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9 個人利用で一人でもバスケの練習ができる時間を設けて

ほしい。 

 

 

9 現在、個人利用は、バトミントン 2 面と卓球台 4 台でご利用いただいています。バスケットの

個人利用は、少なくとも奥の A 面 B 面の両面の利用が必要となります。より多くの方々にご利用

いただくために現状の貸出となっていますが、バスケットの個人利用のご希望がより多くなる状

況下で、検討させていただければと思います。 

 

10 図書を見に久しぶりに来たら、雑誌等は、奥の場所に移

動したとの事。すべての人がお風呂に来たり、奥の部屋で

休憩したりする訳でない。それと、お風呂に入る年齢は決

められていて、全く今回の書籍の移動はナンセンス。 

みんながいる所にもとのように戻してほしい。 

いろんな図書のところを見るけど、この図書コーナーは、最

低です。もう少し研究してほしい。 

 

10 ご意見ありがとうございます。新聞・雑誌の盗難があり、雑誌を厳選し新聞と一緒に 1 階ロ

ビーに置いて、ご利用いただいています。また、健康系などの雑誌の一部のバックナンバーを老

人福祉棟に置いています。 

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

 
※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 
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対 象 施 設 都筑地区センター・つづき緑寿荘

対 象 期 間 令和４年４月１日 ～ 令和５年３月31日

指定管理者 社会福祉法人 横浜市社会福祉協議会

実 施 日 令和5年7月4日

点 検 方 法

１ 利用状況統計の提出・内容点検：毎月
２ 管理運営状況ヒアリング：令和５年７月４日
３ 巡視点検（実地調査）：令和４年６月21日、令和４年９月27日、令和４年12月13日、令
和５年2月17日

講 評

１ 利用統計の提出・内容点検：毎月遅滞なく作成・提出された。事故報告や修繕状況
等も逐一報告されている。

２ 管理運営状況ヒアリング：自主的な施設の改修・修繕等により、利便性向上やコロナ
の緩和に伴い、事業の頻度を増やすなど利用者増に務めた。
また、11月末までワクチン接種会場として、市政運営に協力した。

３ 巡視点検（実地調査）：冷凍機や冷却等ポンプが老朽化しており、区局と協力して進
めていく必要がある。また、体育室において雨漏りが確認されている。その他、蓄電池
の経年劣化や圧力計が検査で指摘あり。

指 摘 事 項

改 善 状 況

添 付 資 料 業務点検結果シート（別紙）

令和４年度 管理運営業務点検報告書
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業務点検結果シート（令和４年度総括） 施設名 都筑地区センター・つづき緑寿荘

頻度 点検項目 点検内容 点検結果

利用料金収入実績 収入実績、見込額達成状況 適正

利用者実績
開館日数、入館者数、利用層別利用数、居住
区別利用数、その他利用数

適正

会議室等稼働率 部屋別の稼働率 適正

四半期 指定管理料の支出金額、執行率 適正

ニーズ対応費執行状況（品目、数量、金額） 適正

自主事業実施状況
募集対象、事業名、開催回数、参加人員、経
費、１人あたり参加費、講師謝金、事業計画書
の自主事業計画との整合性

適正

運営体制 館長、指導員(副館長）、スタッフの勤務実績 適正

施設の管理状況
点検日時、点検状況
事業計画書どおりの適切な管理の実施（第三
者への委託状況等）

適正

修繕の実施状況 施設修繕の実施状況 適正

備品 備品（Ⅰ種）の購入・廃棄状況 適正

広聴、ニーズ把握
広聴（窓口、電話、ご意見箱、アンケート、市
コールセンターへの意見・要望等）や利用者
ニーズの把握状況と対応、掲示の有無等

適正

巡視点検 受付窓口の状況、館内の状況等 適正

年１回 利用方法 利用要綱や利用案内の内容、備付け状況等 適正

個人情報保護
個人情報保護取扱特記事項の取組状況（研修
の実施、誓約書の提出等）

適正

緊急時対策 緊急時対策マニュアルの作成・運用状況 適正

防犯・防災対策マニュアルの作成・運用状況 適正

消防計画の作成・提出状況 適正

保険 施設賠償責任保険への加入 適正

研修 職員等に対する研修の実施状況 適正

本市重要施策への
実現に向けての取組

横浜市一般廃棄物処理基本計画に沿った取
組、市内中小企業への優先発注等の取組状
況等

適正

地区センター委員会 日時、場所、出席者、議題、意見等 適正

利用者会議 日時、場所、出席者、議題、意見等 適正

事故等の発生状況 日時、発生状況、対応、再発防止策の検討 適正

損害賠償 損害賠償の発生状況 特になし

不可抗力 不可抗力発生に伴う影響 特になし

情報公開 件名、申請状況、対応状況 特になし

喫緊の対応が必要
又は特に重要な意
見、要望

すぐに対応が必要な施設に対する意見、要望 特になし

特に重要な施設の維
持管理、修繕に関す
ること

利用の制限を伴うなど、重要な施設の維持管
理、修繕に関する状況

冷凍機や冷却等ポンプが老朽化しており、区局と協力して進めていく必要がある。ま
た、体育室において雨漏りが確認されている。その他、蓄電池の経年劣化や圧力計が
検査で指摘あり。

改善指導事項

特になし

毎月

指定管理料の執行

防犯・防災対策

随時

特
筆
す
べ
き
事
項

サービス向上や経費節減等の取組事項

・自主的な施設の改修・修繕等により、利便性向上に努めた。
・11月末までワクチン接種会場として、市政運営に協力した。




